G enkiLife

BERZ:PHARAYYOYXE) Sy O—F )ik
$4 045 HE2: AMRe02400

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE

nIRIER

BIEFR
RI&
BZFID
SwissProt ID
RER

ECI=]
Bt

ERA DY EE/ Y O—FIIHUR

SEFE

WB,IHC,ICC/IF,IP

Eb IURX, Ty b

E[=2544

REIE

I9G

T/ A—FILuKR

RIR

0.16mg/ml, AEFOEEFO Y MIL> TERAEZZENHYET.

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AW

K&

50mM MU RZT US> (pH74) . 0.15M NaCl, 40%45 ) tn—)L, 0.01%7 o+ KU D
L, 0.05%fRER VNV E

T4 =T 1 —KEH

WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 97 kDa; Observed MW: 130-150 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質です（PubMed:11976333）。細胞同士を接着する際に、カドヘリンは優先的にホモフィリックに相互作用するため、異種細胞の選別に貢献していると考えられます。CDH1は、上皮細胞の細胞間接着、移動性、増殖を制御する機構に関与しています（PubMed:11976333）。強力な浸潤抑制因子としての役割を有し、インテグリンα-E/β-7のリガンドです。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	カドヘリン抗体を使用したマウス心臓、マウス脳溶解物中の全カドヘリンのウェスタンブロット分析。
	

	パンカドヘリン抗体を使用した、Hela、CHO-K1、C6、ラット脳溶解物中のパンカドヘリンのウェスタンブロット分析。
	

	汎カドヘリン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胆管癌の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。
	

	パンカドヘリン抗体とDAPI（青）を使用したMCF-7のパンカドヘリン（緑）の免疫細胞化学分析。

